









収 納 具 考
向レ上開闔器
後 藤 偉 沙 雄
は じめ に
近世初期 において,〈 抽斗 〉が生活の場 に登場 す るまで,日 本 人の生 活 に密
接 に関係 して きた収納 具は,棚 の類 ・箱 の類 ・袋の類で ある。各 々は全 くその
性質 を異 に してい るがゆ えに異 った用 い られ方 を し,生 活の場 において異 った
位置 を 占めて きた。そ して又,ま さにその性質の相異 故に,棚 と箱 とは常 に密
接 に関係 しあい,或 る時 は主 と従 の関係 にな り,或 る時 は合体 して新 しい道具
となって きた。或い は又,そ れぞれ別 個の道 を通 り,進 化発展 して きたので あ
る。
扨て,現 在 の われわれの生活 の周辺 をみ まわ してみた場 合,箱 は最 も身近 な
収納 具の ひ とつ となってい るとい えるで あろ う。木箱 ・紙箱 ・金属箱 ・プラス
チ ック箱等 々。 その用途 た るや,い ちいち枚 挙 にい とまがない とい える。 これ
ら素材 や形 は異 っていて も,わ れ われは一様 に 〈ハ コ〉 と呼 んでい る。で は一
体,〈 ハ コ〉 が 〈ハ コ〉で ある特性 とは何 で あろ うか。 「和漢 三才図会」 によ
る と,「 概 、似 レ厨,向 レ上二開闔スル器」と定義 してい る。櫃 とは くハ コ〉 の類の
総称で あ り,〈 ハ コ〉 は櫃の小 さい ものの名称 で あ る。 蓋 と身 によって構 成 さ
れ,fに 向 けて蓋 を開閉す る とい う点 において,確 か に他 の収納具で あ る棚 の
類 ・抽斗の類 ・袋の類 と区別す ることがで きる。尤 も歴 史上,〈 ハ コ〉 と呼 ば
れ るものの うち,必 ず しも 「向上 開闔器」で ない もの もある。 しか しそれは,
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「向上 開闔器」 の発展 した形態 と考 えられ るもの'なのであ る
。 この小論 文 にお
い ては,こ の 「向上 開闔器」 に主 として焦 点 をあて,こ の器が,収 納具 と して
どの様 に生 まれ,成 長 し,死 んで行 ったかを見た いと思 う。
織 レ筥
「和 名類聚抄」 には,箱 は竹器の部 において記述 されて お り,古 くは,箱 と
は竹 で作 られた器の名称 であった ことを知 る ことがで きるが,又 〈ハ コ〉 を意
味 す る文字で あ る箱 ・筐 ・篋 ・筥 ・篋 などが竹冠 を持 つ こ とに よって もその こ
とを推 知す るこ とがで きる。つ まり箱 は,竹 を編 む ことによって,そ の生存 が
開始 されたので あ る。
わが国 にお いて,縄 文式時代 に,竹 籠 を,竹 条 を放射状 に組 んで まる く作 る
方法 と,網 代 に組 んで 方形 に作 る方法 とが知 られて いたが,古 く中国で は,方
形 の ものを筐(音 一匡)と い い,円 形 の もの を篋(音 一匪)と いって,方 ・円
に よって名称 を異 に していたので ある。 しか しわ が国 において は,上 記の 〈ハ
コ〉 を意味す る文字総 て を 〈ハ コ〉 と訓み,箱・筥 を以 って代 表 させ用いて きて
い る。
弥生 式時代 には編物 の技術 は相 当発達 してお り,縄 文式時代 晩期 には既 に,
竹条で編 んだ容器 を漆 の類で塗 りかため,籃 胎漆器 と して用 い られでいた。正
倉院 には現在,565個とい う大量 の竹器 が保 存 されてい るが,これ らはその形 と
用途 によって,東 大寺 花筥 ・東大寺花 籍 ・中宮寺斎 花筥 と称 されて お り,花 筥
は散華供 養の花 を盛 るため に,又 花 蘿はそれ を洗 うため に用 いたとい う。 これ
らは収納 を 目的 と した もので はな く,所 謂 〈ハ コ〉 とい うよ り 〈ザル〉で あ る
が,こ れ らは蓋付 き 〈ハ コ〉への一つ の発展段 階 を示 す もの とい えよ う。
同 じ く正倉 院 には,葛 箱 ・柳箱 ・藺箱 があ るが,こ れは正真正銘 の 〈ハ コ〉
で あ る。北倉 にあ る白葛箱 を例 にとると(蓋 の長 さ36.6cm,幅33.3cm,総高8
cmの長方形の箱),その製法 は,葛 藤 の皮 を とり除いた 自葛 を経緯 として平織ふ
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うに編み,編 み乍 ら箱 の形 を作 ってい ったもので,紙 細 工の よ うに,た い らに
編 み あげた もの を折 りあわせ て作 った もので はない。 これ には,赤 漆文欟 木 の
厨子の納 物,御 書四巻 と襲衣香二 袋 とを納 めていた とい う。当時 と して は,非
常 な貴重品 を納 めて いたわけで あ る。
柳箱 は,編 み方 は今の柳 行李 と同 じで あって,柳 を緯 とし糸 を経 と して長方
形 あるい は円形 に編み あげた ものであ る。 その編 み留め には,楊 の枝 を纒い楊
皮で結 って縁 とな し黒漆 を塗 ってい る。 これ らもやは り貴重品 を納 めた もので
あって,橘 夫 人奉納 の琥 珀誦数 を納 めた箱(蓋 の長 さ9.4cm,高さ3.4cm),
「納真珠 箱」 の朱書 のあ る箱(蓋 の径14cm,高 さ2.7cmの円形の もの),斑犀 帯
を納 めた箱(蓋 の径24.5cm,高5.5cm)などがあ るが,こ れ も極 めて特 殊 なも
のを納 め るのに用いて いたこ とがわか る。但 し,こ の柳 箱(や な ぎば こ)は,
平 安時代,源 氏物 語 などにみ える柳箱(や ないば こ)と は全々別物で あ る。柳
箱(や なぎばこ)が いっ ごろか ら知 られた ものかは,あ きらかで はない が,「
続 日本記」 に,養 老六年(722)の詔 によって,柳 箱 を82合奉 ったとみ えるの が
最 も古 い記録 で あろ う。(ll次いで 「延喜式」 の内匠寮式 に,柳 箱 に関す る詳 し
い記録 をみ るこ とがで きるがそれ によ ると,こ のころは箱 を 「織 る」「編 む」 と
いっていた こ とが わかる(2)0又箱 の大 きさを規定 してお り,長 さ:工 尺6寸 以下,
1尺以上 と してい る。 この大 きさは,正 倉院の柳箱 よ りも大 き くなって お り,
醒 ●
収納物 が,正 倉 院の もの と異 って きてい るこ とを示 唆 してい る。因 に 「延喜 式」
内匠寮式の皮筥 に関す る記(3)か ら,衣 筥,櫛 筥 の大 きさをみ ると,そ の寸法
は,前 者:長1尺5寸5分,広1尺3寸,深2寸5分,後 者:長1尺1寸5分,
広1尺3寸,深1寸5分 で あ り,ほ ぼ柳箱 の規定 寸法内 に入 るところか ら,平
安時 代初 期 には,皮 筥のみ な らず,柳 箱 にも,あ るいは衣類,装 身具 な どが納
め られたの かも しれ ない。
藺箱 は,藺 草 をた ばねて渦巻状 にした もの を芯 として,蒲 の葉 な どで 巻 き留
めて作 った容器 で,箱 の平面形 は円形 又は楕円形で あ ることを原則 とす る。 こ
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の技法 は,飯 櫃 盒 と同 じで あって,藁 を使 ったもの が櫃 として,最 近 まで農家
では用 い られていた もので あ る。
この様 な,植 物 の条 を利用 して容器を作 る技法 は最 も古 い起 源 をもち,そ し
て後 世 まで連綿 と受継 がれ,庶 民の生活 に重 要 な位置 を占めつ づ けるので ある
が,一 方,皮 をもって容器 を作 る技法 も古 くか ら行 われてお り,少 くとも,奈
良 ・平 安の両時代 を通 じて,柳 箱や葛箱 など と平 行 して用 い られてい る。 その
起源 はあ きらかで はないが,神 亀6年(729)に黒塗 の革箱 を造 っているの が(4)
文献 によ る最 も古 い例 か と思 われる。又天平勝宝8年(756)に孝謙 天皇 が東大寺
に器物 を寄 附 され たが,そ れは,黒 漆 の六稜の革箱 ,黒 漆 の銀 鈿 の丸革箱,黒
漆 乳點の革箱で あ った とい う(5)0これ らは,今 も正倉院 にあ るとい うが,どれ に該
当す るもので あるか,は っ きりしない。いずれ,鏡 な どの貴重品 を納 めるのに
用 い られた ものであろ う。猶,正 倉 院には,鏡 箱 の ほか,御 袈 裟箱(長46㎝,
幅40cm,高20cm)が保 存 されてい る。これ らは,所 謂漆皮 の技法,即 ち一枚皮
を木型 にはめて型 をっ く り,外 面 あ るいは内外両面 に布 を貼 って漆で塗 り固 め
て作 る技法 によって作 られ たもので ある。奈 良時代 には,こ の様 に,ご く特殊
なもの を収納 す るの に用 い られ た皮箱 も,平 安時代 の前期 頃には,収 納 範囲 も
か な り広 がって きて い る。「延喜式」内匠寮式 によ ると(6)衾筥,衣 筥,剣 緒 筥,





子筥(長1尺2寸,広1尺,深1寸2分)と あ り,奈 良時代 に比 し大 きく,又,
新 しい用途 をもった箱 が出現 してい るこ とを知 ることがで きる。柳箱 には,許
容性の あ る寸法の規定 をし,皮 箱 には厳密 な寸法 の規定 を してい る。 又柳箱 が
素材名で呼 ばれて いるに対 し,皮 箱 は用途 名で呼 ばれて い る。 これ らの ことか
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ら,柳 箱 と皮箱の 間には,用 い られ方 に相違 のあった ことを認め るこ とがで き
る。皮箱 の方 が利用度 が高 く,機 能分 化 して いた と考 えられ,そ の点収納 具 と
して は進化 してい たと考 え られる。
皮 箱は,時 代 と共 に 「かわばこ」 の 「ば」 が略 され,「かわ ご」 とい うよ うに
なる"'120世紀 初期 の成立 と される 「今昔物 語」の女人仕 二清水観 音_蒙 二利益_語
に,「 皮子 ラ開ケ テ清気 ナル衣一重 生 口袴 口取 出テ女二著 セテ具 シテ将 行 く」⑧
とあ り,や は り衣類 を入 れている ことが知 られる。 又保元三 年(1158)には,
後 白河上皇 が宇治 に御幸の時,衣 服 を納 め るの に中持 の皮箱 一雙 を用 いてい る(910
その皮箱 は蒔 絵 を施 し楳漆 したもので あったとい う。やは り,衣 類 を収納 して
はい るが,こ こで は携行用収納具 として用 いられている点に注 意する必要 がある。
抑 々,この漆皮 は,皮その もの が芯 で あるため,出 来上 が りが木製素地 の もの
と違 い,角 が 丸 味 をおび,柔 かい感 じを人 に与 え るもので あり,又 軽 いため
好 んで使 われた と思 われる。 しか しその製法 には手 間がかか り,木 製素地 に比
べ て歪み が生 じやすい ことなどか ら,平 安時代以後 ほ とん ど用い られな くなっ
て しま うので ある8①そして,後 世 「かわ ご」 とい う名称 だけは残 って い くが,
それは皮 でっ くられた もので はな く,竹 を編 んで作 られた行季 と同 じもので あ
り,「 皮 籠」 とい う字で表 されるので ある。っ ま り 「かわご」 の中味 が全々違
って しま うの であ る。皮 か ら竹へ の,こ の変身 は,中 世 において除々 に進 んで
いった もの と思 わ れるが,15世紀後期 か ら16世紀初期 頃 に成 立 したと考 えられ
てい る 「七十m職 人歌合」 には,桧 物 師や葛籠造 と共 に皮 籠造 が歌 われて お
り尸 都では,こ の種 の容器 の需要 が大 きか ったこ とを示 して いる と共 に,当 時,
人 目 をひ く新興 の職人で あったこ とを も示 して い る。或 いは応仁 の乱 が皮 籠の
需要 を高め たのか も知 れない。 この歌では 「竹 かは こ」 と特 に呼 んで い るとこ
ろか ら,こ の 頃は,本 もの の 「かわ ご」 と竹の 「かわ ご」 の併存時代で あ り,
前者 か ら後者へ の過渡期で あった と思 われ る。皮 籠造は 「本 もの」 の 「か わご」
をも造って いたの かも知 れないが,や は り当時 を代 表す る皮籠造 は,竹 の 「か
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わご造 りで あった と考 え られるの であ る。既 に主流 は竹 の 「かわ ご」 にあっ
たので あろ う。江戸時代 には,更 に変 じて,竹 の あ じろの上 を紙 張 りして渋 を
引 いた 「渋革子 」も用い られたので ある8の
「編 み」 と 「漆 皮」 とい う二っ の技法 の うち
,後 者 の技法 はす たれ るが,植
物 の条 を編 んで容器 を作 る技法 は,後 世 に至つ て も受継 がれ てい く。その容器
は,上 層 階級 にお けるよ りも,む しろ農村や都市 の民家 にお いて連綿 と用 い ら一
れ続 けて きたよ うに思 われ る。材 料は板 と違 って,鋸 や鉋 などの特餘 な道 具 に
よって加工 され る必要 がな く,又 製作 には精 巧 な技術 も要 せず,竹 や藁,雑 木
など入手 しやす い材料 を使 って作 るこ とがで きた か ら,安 価 に入 手す るこ とが
で きたに違 い ない。 そ して,軽 くて,強 い とい う性質の ため に,大 い に重宝 が
られたので あ る。旅 な どに,衣 類 その他 の必要 品 を入 れて持運 び,家 庭 内での
収納 具 と して よ りもむ しろ,持 運び を重視 した携行収納 具 と してその機 能 を発
揮す るので あ る。 そ して,竹 や柳,葛 で編 んだ容器 が 「行李」 と呼 ばれ るの は,
ま さにその特性 の故 なので ある。
「行李」 とは,旅 に携行す る物 をい った名称で あって,「 日本釈名」 によ る
と,「 も ろこ しの書 に,た びに持行物 を行李 と云,和 俗つfら にて あみ た る器
を行李 と云 も此意 な り」 とあるよ うに,素 材 による名称で は なく,そ の機能 を
以 って名づ けられ た名称で ある。素材 には,竹 ・柳 ・葛 が主 なものだ が,杞 柳
(こりや な ぎ)の 条で作 った もの は,但 馬の豊 岡,出 石地 方 か ら産 し,柳 行李
と称 した。 これは杞柳 の枝 を丸の まま一本ずっ並 べ,麻 糸 で編み あげ,角 の部
分 に布 ・皮 を縫 い かぶせて補強 した もので,柳 箱 の技法 と同 じもので あ る。大
きさは,大 体2尺5寸 ×1尺4寸x7寸5分 位で ある。 又竹 行李 は,縁 竹 にマ
ダケ ・モ ウソウダケ を用い,網 代 に編 んで作 った。大 きさは,大 体2尺4寸 ×
1尺4寸 ×9分 で,厂 網代 行李」 ともいい,山 城 ・越前 などか ら産 した野 竹行
李 は丈夫で 安価 なため,需 要 が多かったので ある。 「行李」 の名称 がいっ か ら
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使 われた もの か明 らかでは ない が,「 和 爾雅」 にみ えるのが最 も古 い記載例 と
す る と(14)元禄時 代 まで には用 い られていた ことにな り,早 ければ,南 蛮文化 と
共 に,近 世初期 に入 って来た もの かと思 われ る。 「大阪陣図」(151に登場する数 多
い逃 げ まど う民衆 の中に,竹 行李 を肩 にかっいで,い ちも くさん に走 って いる
男 が描 かれて い るか ら,こ の頃 には実物 の あった ことは確 かで あ る。 それが,
「かわ ご」 と呼 ばれたか 「こ うり」 と呼 ばれた かは不明で あ る。行李 は,「 字
貞漫 稿」 に,「 今世間ニテ衣類等携へ 行 クコ トアレバ、柳 合 利或 ハ南部籠 二納
レ之、 風呂敷 二包 ミ負 レ之、或 ハ行李、籠 二納 ズ直 二風 呂敷 二包 ミ携 フ コ トモ専
ラ也」 とい うよ うな用い方 をされる と共 に,弁 当行李,文 庫 行李等 として用 い
られたので ある。
「葛籠」(つづ ら)は 行李 とは異 り,素 材 による名称で あ る。名の如 く,素 材
は葛 の蔓 で作 るので あるが,経 を丸藤 にして,緯 をわ り藤 にして編んだ もので,
四方 の角 々 と縁 は なめ し革 にて包 んだ もので あるawOしかし,そ の製法 は,古 代
の葛箱 や柳 箱 と異 ってお り,「 っ ・"らとはつ ・"ら櫃 な り」 と 「貞丈雑記」 にい
ってい るよ うに,櫃 で あ り,全 体 を編 み あげた もので は ない。 「和漢 三才 図会」
に よると,葛 藤 によって作 られた葛籠 は,広 島 よ り多 く産 し,そ れの四 隅は皮
を著 け,そ れ に漆 をぬっていた とい う。 しか し,こ の ような 「本 もの」 の葛籠
は,天 保頃 には少 な くなってお り,竹 籠 を紙 にて貼 り,又 は桧の薄板 にて作 り
紙 にて貼 った もの が多 くなっていたanO現在,民 家や博物 館で 見るこ とので きる
のは,多 くは後 者の もので あ る。
葛籠 は,室 町時代 中期 頃 には用 い られていた ら しく,「 調度 歌合」矼鴎に「人め
のみ志 げ き深 山 を分 わびてゆ き休 まぬっ ・"らを り哉」 とよまれ,又 同 じ頃 の
「七十一番 職人歌合」 にも葛籠造 がよ まれてい る(1910又「大阪 陣図Jに は,お そ
ら く葛籠 と思 われ る櫃 を朸で かっ いで 逃走 して いる図が描 かれてい る。 それ も
一人 だ けで はな く,大 勢 かつ いで い るところか ら,16世紀末 には庶民の 間 に普
及 していたのであ ろ う。 これ と同 じ形 を した葛籠 は飛騨 民俗博 物館 な どで見 る
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こ とがで きる。(o-i)それは,棒 通 しの
金物 がっ いて い るところから,携 行 用
収納具 と して用 い られた もので あ り,
中世の絵 巻物(石 山寺縁起 絵巻や粉河
寺 など)に 散見す る荷櫃 の一 っの変形
ともみ られ る。
扨て,葛 籠 に何 を収納 し拳か とい う
こ とで あるが,「 和 爾雅」 によ ると, 第1図
「衣籠又云葛籠」 とあるところか ら,主 と して衣類 を入 れた もので あろ う。
「和漢 三才図会」 には 「凡宿直泊番 人、毎納 二寝衣_名二番葛 籠_、小者 名二伏 見
三寸_、 家嫁 婦必用 レ之 、衣籠也 、」 とある ところか ら、18世紀初期 頃 には番葛籠
とか伏見三 寸 とか称せ られ る衣類収納用 の葛籠 があ り,小 型 の伏 見三寸 は嫁入
の調度 品 になって いた ことが わかる。 しか し,必 ず しも衣類 のみ に限 られてい
た わけでは な く,い ろん なもの が入 れ られて お り,「 芸州国郡 志」 上,土 産門
に,厂 或納 二衣月廴 、又入二雑具_矣 」 とあるによ って もそれを知 ることができる。
この よ うな行 李や葛籠 は,お ・むね小 さく,持 運 び に便利 なよ うに作 られて
い る。 これは一 面 にお いて,庶 民の行動の旺盛 さを示 して いるといえ るで あろ
う。 しか し,大 きなもの もなかった訳で はない。約3尺 立方の大葛 籠が現 に残
ってお り避 持運 ぶ には車 によった もので あろ うカ㍉ この様 なものは,商 家 など
収納物 の多 い場 合 に限 られて いたの であ る。 この よ うに大 きな葛籠 は例 外 とし
て,ご く普 通の大 きさの行李や葛籠 は,屋 内で は長持の上 に置 かれたもののよ
うで,元 禄 頃の浮世 草子 等の挿絵 にその状 態 を見 ることがで きる望
櫃
「和 名類 聚抄」 によ ると,櫃 には長櫃,韓 櫃,明 櫃,折 櫃,小 櫃 等の種類 が
あ り,又 「和漢 三才 図会」 によ ると半櫃 とい うの もあった。即 ち,長 櫃 は,脚
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の ないの を長持 ともい い,脚 のあるの を韓櫃 とい う。韓櫃 は唐櫃 ともい う。 明
櫃 とは白木の櫃 であ り,小 櫃 は即 ち箱 の ことで あ る。又半櫃 は荷櫃 ともい う。
折橿 は儀 式 など に用い られる箱で あ り,肴 ・菓子 などを盛 る 「折 り」で あって,
収納 を対象 と した もので はない。
扨 て,板 材 を組合 せ る結合法 としての柄 の利用 は,弥 生式時代 には習 熟 して
いた と考 えられてい るが,板 材 を組 合せて長方形 の容器 を作 る技法 が,ど の程
度発達 してい たか とい うことは,ま だは っ きりしてい ない よ うで ある。 しか し
正倉院 の古 い遺 品な どから推察 して,7世 紀 あ るいは6世 紀 まで,そ の起源 を
遡 るこ とがで きるとい う望
正倉 院 には,168合 もの 多数 の古櫃 が保 存 されてい る。脚 が6本 又は4本 あ
る唐櫃 と,脚 の ない形 式の倭櫃 とよ ばれて いる種類 が あるが,そ の名の如 く,
唐櫃 は大 陸 か ら渡来 した もので あ り,倭 櫃 は本邦発 案の もので ある。唐 櫃 が楳
漆 製で あ るの に対 し,倭 櫃 は臼木造 で あ り,両 者 とも被せ蓋造 りで,身 の側板
の構 成 は,写 真で み る限 り,6枚 柄組 接,蓋 の側板 は2枚 柄 組接で,両 者 とも
釘 を併 用 して い る。(こ の構 成法 は,近 世の現存 す る長持や タ ンス にも用 い ら
れて お り,明 治時代 まで変化 してい ない。)正 倉 院の赤漆 四足櫃 は,孝 謙天皇
が東大寺 大仏殿 に施入 された献物 を納 め た唐櫃で あるが,主 として古代 の唐櫃
は,法 具,法 物 を入 れ るの に用 いた もので あ り,寺 院,貴 族 な どの特権 階級 の
持物で あった。
大 きさには,規 定 は なかった らし く,「 法 隆寺伽 藍縁起并流 記資財 帳」 よ り,
一部漆塗 韓櫃 の寸法 を拾 って み ると,長 さ:3尺4寸,3尺8寸,2尺7寸8
分,3尺2寸,3尺3寸,等,ま ちまちで あ る野 又 「延喜式」 主計寮式 か ら櫃
の大 きさを抜書 す ると次 の様で あ る3む白木櫃:長5尺 以下4尺5寸 以上,広2
尺3寸 以上,深2尺 以下1尺8寸 以上。塗漆韓櫃:長3尺4寸,広3尺2寸6
分,深1尺4寸 。白木櫃 には大 まか な規定 しか されて ないの に比 し,塗 漆韓 櫃
には,寸 法 など製作 上 こまかい規定 がな されてい る。 そ して大 きさも異 り,臼
.;
木 櫃 の 方 が 大 き く,最 大5尺 で あ るの に比 し,塗 漆韓 櫃 は3尺4寸 となって
い る。 前述 の 「法 隆寺伽藍縁起并流 記資財帳」 にみた寸法 とほぼ同 じであ る
が,こ の方 は寸法 も定 って お り,まち まちで あった寸法 も,平安時代 に入 って,
漸 く固定 化 し又形式 化 して きた とみ られ る。
これ ら唐櫃 は,も ともと荷物運搬 のための もので,従 って寸法 も運搬 に便 利
なよ うに,或 る程度 は考 え られたもので あろ う。長唐櫃 の半分の もの を半唐櫃
又 は荷唐櫃 とい うが,長 唐 櫃 はこれを棒 にく くって,2人 して かつ いだのに対
し,荷 唐 櫃は2個 を朸(棒)の 両端 に くくって,朸 の真 中 を1人 で荷 って運搬
したので ある。 中に納 れ るもの は様 々で あ り,土 佐 日記(935ころ)に は 「なぬ
かにな りぬ。 おな じみ なとにあ り。 けふ は あをむ まをお もへ どかひな し。た ・"
なみ の しろ きの みぞみゆ る。 か ・るあひだ にひ との いへ の、 い けとなおる とこ
ろよ り、 こひ はな くて、 ふ なよ りは じめて、 か はの も うみの も、 ことものど も、
なが ひつ にになひっ ・"けてお こせ た り。」とあ るよ うに,魚 などを入れて持運 ん
でい る。食物 を入 れて持運 んでい る例 は,絵 巻物 にも描 かれてお り,「 鳥獣戯
画」(12世紀後 半)に は,野 菜 と思 われ るもの,又 粉 河寺縁起絵 巻(1183ころ)
には果物 か野 菜の よ うな もの,又 魚の入 れ られてい る様子 が描 かれて いる。'
第2図




物 の入 れ られて いる
様子 が描 かれて い る
か ら,平 安時代 ・鎌
倉時 代 を通 じて,進
物 ・貢納の際 など,
この様 な使 われ方 を
していたので あろ う。
.・
その他,経 文や鎧 ・衣類 なども納 め るの に用い られ,そ れぞれ,経 櫃,鎧 櫃,
小 袖櫃 などと呼 ばれてい る。
鎧櫃 の出現 は,法 然上 人絵 伝(第10巻)や 後三年合戦絵巻,男 衾三郎絵詞 に
描 かれてい るところか ら,こ れ らの絵巻物 の成立 した鎌倉時代末(13世紀末 か
ら14世紀初)以 前 と考 えられ るが,そ の起源 は,遠 く11世紀 の武士 の抬頭期 に
まで遡 って考 えること もで きるよ うに思 う。
この様 に唐 櫃 が食物 の贈答 や,鎧 などの運搬 に用 い られたのは,主 と して古
代 ・中世 においてで あ 軌 それ も富裕 な支配 者階級 に属す るものだ けで あった。
中世の一般庶 民 は,む しろ曲物 で作 った行器(外 居)を 用 いていた と思 われ,
「板 もの」 が支配者階級 の もの とす れば,「 曲 もの」 は一般庶 民の もので あっ
た。
もともと,わ が国独 自の ものでは な く,大 陸伝 来の唐櫃 は,戦 国時代 とい う
試練 の期 間を通 じて,ご く特 殊 な場 合 を除いて その脚 を喪失 してい くので あ る。
そ して,近 世社 会の始 まる ころ には全 く新 しい タイプの櫃 が登場 してい たので
あ る。
「板 もの」 が支配者,僧 侶 などの極 く限 られたエ リー ト層 の持物 から,か な
り一般 的 な階層 にまで用 い られ るよ うにな るのは,大 鋸 と台鉋 の出現 によって,
板 が容易 に作 られ るよ うに なった頃,即 ち15世紀初頭 か ら16世紀 にかけての こ
ろ からで あ る。 この頃 か ら 厂板 もの」 の主流 は民 間に移行 し,そ れ と同時 に新
しい タイプの収 納具 が出現 す る。 その顕著 な例 が,箪 笥及 び車戸棚,車 長持 な
どの 「車 もの」で ある。車付 きの小屋 は,一 遍上 人絵伝 に描 かれてい るが,車
長持 の起 源 が中世 まで遡 れるかは疑 問で ある。好 間堂主人著 の随筆 「麓 の花」
(文政二 年)に よ ると,天 正(天正 元年 は1573年)から明暦(明暦 元年 は1655年)
の ころ まで,都 及び田舎 ともに,車 長持 を家 々 に備 えていた とい う。(図一3)江戸
時代初 期の文学作 品の挿絵 には しば しば車 長持が描 かれて お り,そ の存 在 を裏
付 けてい る。 た とえば,西 鶴 の 「好色五 人女」 の 厂虫 出 しの神 鳴 もふん ど しか⊥
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きた る君様 ・ の挿絵 に は図一4の よ うな車長持 が描 かれてい るQ90又 西沢_風 あ
「新色五巻 書」 の挿絵 にも描 かれて いるか ら
,元 禄頃 には既 にe及 して いたの
で あろ う。 それ による と車長持は畳の上 におかれ,そ の上 には葛籠 や行李 がお
かれて いる。 この よ うな,室 内 にお ける収納具
の位 置関係 は,他にもみ るこ とがで きるか ら,当
時都市 では一般 的で あ り,又 農家 では,「ダイ ド
コロ」 や 「ドマ」 にお かれたので あろ う野構 造
は必ず しも一定 していない。又意匠 も時代 及び地
域 によって異 って いた もの と思 われる。車 の付 第3図
け方 は,図 一3と 図mの もの とは異 ってい るが,図mと 図一5の もの とは
同 じで ある。図一3の もの は,図 一6の 実物 によって車 の構 造 を知 ることがで
きるが,図m及 び図 一5の 車の構 造 は,ど うなって いるの か推測 の域 をで な
い。蓋 は図 一3,4,6,7は ヒンジによ り開閉で きるよ うになってい る。 し
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か し被 せ蓋 もあったで あろ う。運
搬 には,図 一3,4,7の 如 く綱 を
胴 に廻 して引 っぱるタイプの もの
と,図 一5の 如 く荷造 りして押 す
タイプの ものが あったよ うで あ る。
扨て,車 長持 の出現 して きた理
由 と して,次 の2ツ の理 由が考 え
られ る。
1),生産地 と消 費地 が異 って お
り,生 産地 か ら消 費地へ 長持 を
運搬 す る必要 があった こと。江
戸時 代初 期 においては,指 物 の
道具 や技術 は,江 戸時代末期程
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には発達 してい なかったか ら,概 して木柄 は太 く,そ の為 に6尺 長 もある大
きな長持 は相 当 に重 く,遠 路 を2人 位で かつ ぐには重 す ぎたので ある。
2),火災 の時,家 財道具 を長持 の中 に入て持運ぶ に便 利であ った。又戦乱 な
どの場合 も同様 で あった。天正 の頃 は,信 長 ・秀吉 が活躍 す るころで あ り,
激動 の時代 で あったか ら,家 財道 具だ けは,い っ で も持 ち出せ るよ うな,移
動家具 が必要 とされた ので あ る。
明暦3年(1657)の 大火 は未 曽有の もので,江 戸市 民10万人 が焼死 した とい
われて い るが,そ の時,江 戸市 中 は車長持 を押 して逃げ る人々で一杯で あった
とい う。 「車長持 を引 きつ れて、 淺草 を さしてゆ くものい く千百 とも数 しらず。
人の な く聲、車の軸音、焼崩 る ・音 に打 そな えて、 さなが ら百千の いかつ ちの、
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鳴 おっ るもか くや と
覚 えて、 おび ただ し
ともいふ ばか りなりof






橋 長持 ナ ラビ車 長持通 シ候 ヘバ往還 之坊 二成候 間通 シ申間敷候 」 との町觸 がだ
されてお り,車 長持 が,非 常の際都市 交通上好 ま しくない処 から,禁 止 されて
はい るのだ が,あ まり効果 があが らなか った とみ え,同3年 にも 「車長 持,向
後 彌停 止之事」 との觸 が再度だ されてい る。 この頃 か ら漸 く車長持 はみ られ な
くなって いったよ うで ある。 しか し田舎 の方で は,相 変 らず用 い られて いた よ
うで,「 こと し文政二 年四 月ふ た らの御山へ ま うで しお り,古 河 といへ る うま
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つ ぎにて、あ る家 に車 長持 あり……」 と 「麓の花」 は迷べてい る。
扨て,車 長持 には,家 財道具一切 を入 れて運 んだよ うであ るが,中 には,
次の よ うに小判 を入 れた例 もみ ることがで きる。
「彼 の長持 に入置 きた る諸道具 を引出す とて、内 に入 りて其の道具 を運 びだ
せ ば、底板 動 きけ り、 よくよ く其の底 をみれば、二重底 に して、其 の下 に何
や ら物 あ り、 因 って其 の底板 を取 りて見 れば、其の下 に小判 をな らべ置 きた
り。 かぞへ 見 れば慶 長小判 にて七百両 あ り……」㈱
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現在で は,殆 ん ど
実物 を見 られな くな
ってはい るが,私 の
実見 した限 りで は,








東以北 に発達 した も
ので あろ う。
一 方,長 持 は車長
持 よりや ・遅れて普
及 していった もの と
思 われ る。西鶴 の「世
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問胸算用」 などの挿絵 に長持の描 かれて い るの をみ ることがで きるが9奈 良,
京都,大 阪,江 戸 な ど主要 都市 では元禄頃 にはか な り普及 していた もので あろ
う。大鋸,台 鉋の普 及,秀 吉,家 康 の天下統一 による世情安定 が,長 持 の よ う
なス タテ ィックな道具 を普 及 させた大 きな要 因であ った と考 え られる。 長持 の
原型 は,古 代 の倭櫃 に求 め ることがで きるが,そ れ よ りも,車 の不要 になった
車長持の変 身 と して把 えたい。16世紀半頃,奈 良,京 都 などの工業先進地 域 か
ら普及 しは じめ,次 第に地 方の都市へ と普 及 してい った と思 われるが,人 里離
れた山漁村で は,木 製 の長持や櫃は,幕 末或 は明治 に至 るまで普及 しなか った
ので ある。厂日本の民具」㈱による と,岡 山県の 山中では,木 挽 が「山の木 をきっ
て板 や角材 をっ くりは じめたのはい まか ら百五十年 あ ま り前の ことで あっ た」
とい う。 そ して,明 治 の中 頃まで,一 般 農家で鋸 を持 ってい るもの が きわめて
稀 で あって,近 在の都市で 買入 れ るに して も経済的 余裕 のあ る場 合 に限 られて
いたので ある。
小 箱
櫃 の小 さい もの が箱で あ り,箱 の うち更 に小 さい もの が小箱 で ある。
小箱 は歴史上,そ の種 類 が甚 だ多 く,生 活 が多様 化 し,物 質 が豊富 に な り,
しか も生活 が様式 化す る程 多 くなってい るよ うで あ る。江戸時代 まで の小 箱 の
内,主 なもの をあ げると,硯 箱(料 紙硯 ・平硯 ・懸硯),手箱,文 箱,短 冊箱,
色紙箱,水 引箱,熨 斗箱,文 庫,経 箱,造 紙箱,印 箱,薬 箱,香 壺箱,櫛 箱,
打乱箱,掻 上箱(化 粧 具 を入 れる),鏡箱,唐 匣(又 は唐 櫛笥),革箱,沓 箱,行
器,冠 箱,枕 箱,銭 箱,重 箱,菓 子箱,煙 草入箱,合 子,香 盒,食 籠,用 捨箱,
香箱等 々であ るが,用 途 に応 じて その他 に も様々の もの が作 られてい る。 これ
らの ほ とん どは,現 在 に存在価値 がな く,消 滅 して しまってい る。 しか し乍 ら
嘗て は,生 活 の場 において,小 箱 とい う限定 された世界 にあ りなが ら,実 に形,
メカニズム,意 匠 などが工 夫 され,生 きて きた もの なので あ る。 これ らには,
或 る一つのパ ター ン遼あ り,そ れ を,日 本調度 の一つの頂点 を示 す と考 え られ,
-54一
後 世の 支配 者階級の調度 の典拠 とな り,又 ひいては庶 民文化 にも影響 をもった,
平 安調度の小箱 にっい てみ たい。
「類聚雑要抄」 巻四 の調度 目録 か ら,小 箱 だけ を抜粋 す ると,寸 法,名 称 は
次 の如 くで ある。
A)母 屋 調度
香 壷 筥(方1尺,深3寸8分,盖 鬘9分)
櫛 筥(方1尺,深3寸 之中,盖 鬘9分,懸 子 あ り)







唐 匣(方8寸5分,深6寸,上 に小 筥,下 に台 あ り)
鏡 筥(径1尺1寸 八花前,深3寸5分 内,盖 鬘9分)
冠 筥(身 深6寸9分,盖 鬘1寸1分,四 葉八角)
C)北 庇調度
浅硯 筥(長1尺2寸2分,弘1尺6分,深2寸7分 ,盖 鬘9分,懸 子あ り)
掻上 筥(方8寸3分,四 葉入角,台,懸 子 あ り)
手 筥(長1尺2寸5分,弘8寸,高6寸4分 半,盖 鬘9分,三 懸子 あ り)
これ らの箱 は,二 階厨子 や二 階棚 に置 かれた りして,棚 と密接 な関係 を持 ち
乍 ら使 われてい る。意匠 も,箱 相 互闇,又 厨子や棚 との 間に統一 が とられ,こ
れ らが一 緒 になって,一 個の 有機体 となってい るので ある。
扨 て,箱 内部 の収納 方法 につ いて,北 庇 の手筥 を例 に して みる と,先 にあげ
た よ うに,こ の手 筥の寸法は,長 さ1尺2寸5分(約38cm)で ,被 せ蓋 造 りの





五 葉入角形 の銀 製歯黒女盤
六 花形銀製水入
ハ)八 稜形 の鏡 を入 れ る銀 製 の箱




万葉 集抄,後 撰集抄,古 今上下抄 等,丁 子香,桂 心,甘 松香,胡 椒,
薫 衣香,白 檀香 等の香 と薬
C)色 染 めの薄様紙五 帖,檀 紙一帖
D)沈 枕
火取母,霍 香 や甘 草の香 と薬
熨斗
これ らの種 々雑 多 なもの を,ど のよ うに して小 さな箱 に納 める ことがで きる
だ ろ うか。そ れには,先 ず懸子 が用 い られなければ ならない。 この箱 に は,次
の様 に して納 め られて いる。それは,上 記 のよ うに,A),B),C),D),
の四つ の大 き なグルー プに分 け,A),B),C),を それぞれ第一,第 二,
第三 と三っの懸子 に入 れ,D)を 身 に納 めてい るので あ る。 そ して,第 一 懸子
は,方 立 によ って三分割 され,(イ),(ロ),(ハ,二,ホ,へ,)と い うよ
うに納 め られ る0図一8)第二懸 子 にも,そ れ ぞれが容器 に入 れ られ1図一9)整然 と配
され る,第 三 懸子 には紙が,そ のま ・置かれ る。身 は方立 によって2分 割 され,
沈枕 を入 れた蒔絵箱,甘 草 ・大 黄を入 れた蒔絵箱,霍 香,木 瓜 な どが入 れ られ
た蒔絵箱,及 び六 葉の火取母 が納 め られ る。一 方へ は,熨 斗箱 と白物 を入 れた
一56一
第一懸 子 第8図
蒔絵箱 が納 め られるので ある1図一10)
この様 に一つの手箱 の中 を,何 段 階に も分 割す るこ とによって,種 々雑 多な
品物 を,合 理的 に収納 して いる訳で ある。 この様 な収納 の仕 方 は,こ の手筥 だ
けで な く,他 の櫛箱,硯 箱 等 々にも共通 して行 われて お り,こ の様 な,機 能の
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第二懸子 第9図
分化 と空 聞の分割 によ る収
納法 は,平 安貴族 の調度 の
一っの特色 とい える。 これ
を用 いるには,き めの細 い
神 経 を必要 とす るが,そ の
点,風 呂敷 のよ うな,掴 み
所の ない,又 なんで も包 み
込 んで しま う伝 統的収納 具
とは全 く逆 の立場 にあ るも
の といえ る。風呂敷 が,そ
の包含性 の故 に,い か なる
事態 に も順応 して生 きのび
て い くのに対 し,極 度 に発
達 し,完 成 され た平 安貴族
の調度 は,そ の後,多 少の
身 第10図
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亀変更 が加 え られ乍 ら,武 家調度へ と受継 がれて い くが,結 局 は形骸化 し死滅 し
て しま うので あ る。
おわ りに
以上で,「向上開闔器」 の考察 を終 る。資料不足 及 び紙数の都合 か ら,十 分 に
言及 しえなかった点 は今後 の課題 と したい。
扨て,一 般 的 に,収 納具 は時代 によ り常 に変化 し,留 ることを しない。 そ し
て 「ハ コ」の変 身す る過程 を,大 別 して四つの方 向があ るよ うに思 われる。 第
一 の方 向は,集 積 の方 向で ある。例 えば,明 治 に天 って,長 持は側 部 に抽斗や
引戸 を付 けられて,箪 笥 や戸棚 へ変身す るので あるが,.そのよ うに他 のエ レメ
ン トを導入す ることによって変身す る方向で あ る。第二 の方 向は,分 離 の方向
で あ・る。身 と蓋 とが一 体で あ るべ き 「ハ コ」の蓋 のみが分離 し独立の道具 とな
る。広 蓋や打乱箱 などが それで あ る。又車長持へ の変身 もこの方向で ある。第
三 の方 向は,脱 皮 の方 向で あ り,そ の ま ・の形態で あ りなが ら衣 を脱 ぎかえる。
「かわご」 が その例で あ る。第四 は,「みせ」へ の方向で ある。人間の美意識 は,
常 に道具 を して美 への階段 を上 らせ る。道具 か ら 「みせ もの」へ の方 向で あ り,
それが極限 に達 した時,収 納 「具」 と しての歴史 を終 わるので ある。
現代 におい て,「収納 具 と しての」 ハ コの その存 在意義 は嘗て程大 きくはない。
しか し,「パ ッケー ジ」 とい う新 しい概念 の登場 によって,「ハ コ」は新 しい生命






料柳一百三連、豐 織 レ筥料生糸一十二斤、巾料調布一丈、浸 レ柳料商布一段、長
功三百卅六人、中功三百九十二人、短功四百卅八人'
(3),(6)年料革筥廿合、就中錙 四〇.≡倉靉 量員溏=颱 荘 鮎 辱五寸依 鰍
合、鷹鼻禦 三辱醸 饕 霧 、劔緒筥一合、R=罷 募纛 蛭 一、巾筥二合、禦
畝 芬、唾巾筥二合、鮫 守8款 芬、櫛筥四合、繁 三辱譲 互舘 雰 刀子筥一合・
鷹鼻貫課 三嘉 蔘一、料鞁+驃 綴 猷 漉 皮+弧 難 至、漆六斗六升四合/
熟麻廿斤七両、騨 、帛一丈五尺、石見庸綿廿二斤十両、掃墨二斗四合、帖料信濃調布
四 端 二 丈五 尺 、小 麦二 斗 四合 、 … ……
(、)黒川真儲 ・工芸志料J七,醜 六篏 莪 夏、此・際工人鞭 ・造リ多・鰕
ヲ施 ス 是 ヲ黒 漆 ノ革 匣 トイ フ。
(5)同「工芸志料」巻七,天 平勝宝八歳芋理 戛孝謙天皇大和ノ奈良ノ東大寺二器物ヲ
寄 附 ス 其 ノ器 物 ハ則 黒 漆 ノ六 稜 ノ革 匣、黒 漆 ノ銀 鈿 ノ革 匣 、黒 漆 ノ銀 鈿 ノ革 ノ丸 筥 、黒/〆
漆 ノ乳 點 ノ革 筥、 ナ リ既 ニ シ テ又黒 漆 ノ銀 鈿 ノ八 稜 ノ鏡 、黒 漆 ノ銀 鈿 ノ鏡 ヲ寄 附 ス
此 ノ器物
今 尚存 ス゜
⑦,(吻 「類 聚 名物 考」 皮 子 。今 思ふ に、 皮 子 は加 者 婆古 の 婆 を略 て いふ な り、 も とは 革
にて 作 れ る を 、竹 にて作 り しを も、 その ま ・革 子 とい ひ しも有 る な り。
渋 革 子 志 ぶ かは こ
今世 に有 る竹 の あ じ ろの 上 を、紙張 に して渋 引 た る物 な り。
(8)今昔 、京 二父 母 モ 元 ク類 親 モ 元 クテ 、極 テ貧 シキ ー ノ女 人 有 ケ リ、(中 略)男 ノ云 ク、
速 二行 キ テ 可 レ告 シ、但 シ著 給ヘ ル 衣 コ ソ、極 テ見 苦 シ ケ ル ト云 テ、 忽 二皮 子 ヲ 開テ 、
清気 ナル 衣一 重生 口袴 口取 出 テ女 二著 セ テ 、 具 シ テ将 行 ク。
(9)巻七、保元三年;愁 羣 後白河上皇宇治二御幸ノ時衣服ヲ納ル・二中持皮筥一雙ヲ
用 ヰ ル其 ノ中 持 ノ皮 筥ハ 蒔 画 ラ施 シテ以 テ 楳飾 ス而 シテ 又其 ノ台 ア リ亦 蒔画 ヲ施 シテ之
ヲ採 飾 ス
(1①小 学館 発 行,原 色 日本 の美術20219p.・
(11)五十 三番,右 。
月見 つ ・い たづ らふ しの な きま ・に
よの程 造 る竹 かは こ哉
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(13)「毛 吹 草」 山城 網 代 籠雁 近 江 籠履 越 前 戸 口網代 籠履
但 島 柳 籠緩 備 中 柳 籠 履 備後 柳 籠履 日向 藤 籠履
(14)貝原 好 古 著,元 禄 元 年 自序
(15)大阪 城天 守 閣蔵,至 文 堂 発行 の 「日本 の 美術 」No.20近 世 初 期風 俗 画 によ る。
(i6),(1D「貞丈 雑 記」 マ つfら と云 はっ ・"ら櫃 也 、 っfら と云 草 のっ る にて作 る也 、っ
"ら藤 の事 也 。 っfら びつ は、 た て を丸藤 に して 、 ぬ き をわ り藤 に して組 た る也 、 四 方
の角 々 とふ ち は、 な め し革 にて 包 む也 。 今 はつfら 藤 にて作 りた るは少 し、竹 籠 を紙 に
て は り、 又 は桧 の 木 の薄板 にて 作 り、紙 にて張 りた るも多 し。
(18)15世紀末 か ら16世紀 初 頃 の成 立 。
(19)五十 三番,左 。
我 恋 は ま だ さ ら され ぬ青つ ・"らくる とは す れ ど さね しよそ な き
②① 金 沢 市江 戸 村 所蔵
⑳ 岩 波 書店 発 行 「日本 古 典 文学 大系 」 浮 世 草 子 集,480p.新 色 五巻 書(四 之 巻)
(zz)小林 行雄 著 「続古 代 の 技術 」66p.
㈱ 古 事類 苑,器 用部 十 二,家 什 具 の項 によ る
⑳ 凡 諸輪 庸 、 … …… 二 丁 白木 韓 櫃一 合 、長 五 尺 以下 四 尺五 寸 以 上 ・広 二尺 三 寸 以上 ・ 深
二尺 以 下 ・ 一尺 八 寸 以上 ・固作 以 二小 平釘 一・ 署 二専 当郡 司 名 一・三 丁塗 漆 韓 櫃一 合 、
長三 尺 四 寸 、 広三 尺 二 寸六 分 、著 脚 従 レ端 入 三 寸 、深 一尺 四 寸 、板 厚 六分 、手 取長 一 尺
三 寸四 分 、 広二 寸 三 分 、厚 一 寸六 分 、底 下 横 木 広一 寸 五分 、 厚 一寸 二 分 、従;櫃 底_至 レ
地二 寸 、 従 二櫃上_一 尺 一 寸 四分 、 蓋深 二 寸 、 上板 縁 端 出二 分 、廉 取 六分 、橿 表裏 皆 赤
漆 、四 角 及縁 手取 黒漆 。
㈱ 岩 波 書 店 発 行 「日本古 典 文 学 大系 」 西 鶴 集 上286p.
㈱ 川 崎 市 立 日本民 家 園 内旧 清 宮 家 には板 間 に車 長持 がお か れて い る。
⑳ 岩 波 書 店発 行 「日本古 典 文 学 大系 」 西 鶴 集257p.「 世 間胸 算 用」 巻 三
X28)角川 書 店 刊 、 日本 常民 文 化研 究 所編 厂日本 の民 具」199～200p.
(29)「市 井 雑 談 集」 によ る。
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